
坂下神社境内左下方に、明治時代の坂下

を支え発展に尽くされた３人の碑がありま

す。曽我五郎十郎翁の碑、石原貫一先生の

碑、土岐正徳村長の碑です。

曽我五郎十郎翁は、天保元(1830)年下伊

那郡林村に片桐八郎右衛門の４男として生

を受け、縁あっ

て坂下村の曽我

家へ養子に入ら

れました。幕末

の慶応年間(1865

~1868)に叔父に

あたる曽我伊助

より庄屋職を引

き継ぎます。明

治の改革が始ま

り大変に難しい

ときの舵取りを

任されたことに

なります。

明治となり庄

屋職改め名主職

となりますが、

矢継ぎ早に神仏

分離令、神葬祭

 

↑曽我五郎十郎翁彰功碑

玄昌石(仙台石)

碑高２１６ｃｍ 幅７６ｃｍ

↑顕彰碑など立ち並ぶ坂下神社境内南面

への移行、神社合祀、戸籍作成などの難題

が上から下りてきました。身銭を切りにわ

か作りの役所を設け役人を配置し、古文書

廃棄作業と新しい記録諸留作成や苗木藩庁

との諸連絡と激務であったと思われます。

一つ一つを間違いなく治めながら、坂下村

の将来について模索されていたのではない

でしょうか。髙峯山購入の嘆願書も提出し

私財を投じて購入されました。

こうして慶応４年から明治４年坂下村役

場が建てられるまでに坂下村行政の礎を築

き上げました。明治５年戸長制度が実施さ

れ旧職名がすべて無くなりますが、明治７

年坂下村初代戸長石原省三氏に引き継がれ

るまで翁が戸長職を務められました。その

後高峰山を管理し坂下村へ寄贈されること

となりました。

彰功碑は、高峰山から移築された高峰神

社と並び翁の功績を讃えています。

↓曽我五郎十郎翁頌徳碑碑文

曽
我
翁
通
称
五
郎
十
郎
恵
那
郡
坂
下
村
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嘗
て
里
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り
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あ
り
明
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新
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際
苗
木
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廳
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立
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稱
す
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村
内
の
山
林
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人
民

に
糶
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せ
り
う
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す
翁
謂
ら
く
山
林
は
村
民
の
依
て
以
て
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を
得
産
を
立
る
所

而
し
て
今
之
を
少
数
富
者
の
手
に
委(

ま
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す
る
は
地
方
永
遠
の
策
に
非
ら
す
と

是
に
於
て
百
方
周
旋
遂
に
金
若
干
を
以
て
高
峯
岩
須
等
三
百
六
十
五
町

三
段
四
畝
歩
の
地
を
買
収
し
悉(

こ
と
ご
と)

く
之
を
村
有
と
為
せ
り
爾
来
樹
を
植
ゑ

濫
材
を
禁
し
大
に
造
林
の
事
に
勉
む
本
村
今
日
の
基
本
財
産
あ
る
者
皆

翁
の
此
峯
に
基
つ
く
今
や
高
齢
八
十
退
院
優
遊
世
を
忘
る
る
者
の
如
し

村
深
く
之
を
徳
と
し
焉(

こ
こ)

に
碑
を
建
て
翁
の
功
を
不
朽
に
傅
へ
ん
と
志

來
て
文
を
余
に
乞
ふ
乃
ち
其
概
を
記
し
以
て
後
の
人
に
諗(

つ)

く

明
治
四
十
三
年
夏
五

岐
阜
縣
恵
那
郡
長
正
六
位
勲
五
等
若
林
卓
爾
撰

石
原
貫
一
書

坂
下
村
坂
下
区
建
之



石原貫一先生は、明治１６年から明治４

２年まで坂下小学校に教鞭を執られ、多く

の生徒を育まれたいへん慕われた教師でし

た。その徳を讃え建てられたのがこの頌徳

碑です。

貫一先生の父親は、石原省三氏で苗木藩

改革の中心であった大参事石原正三郎の兄

です。苗木藩廳が行った明治３年の改革の

一つに日新館とその支校建設があります。

支校の１つとして坂下小学校が造られまし

たが、第２代学校長として省三氏が赴任し

ました。明治５年戸長制度が確立しますが、

曽我五郎十郎翁の後を継ぎ明治７年より坂

下村戸長を務められます。

石原父子は苗木から移住され、坂下の教

育や行政の礎を築かれた恩人です。

→
石
原
貫
一
先
生
頌
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碑
碑
文

←
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土岐正徳村長の頌徳碑は、坂下神社境内

に石原貫一先生頌徳碑と前後して建てられ

ている。明治２１年から明治３５年まで戸

長・村長として坂下の産業の発展に尽力さ

れたました。村長退任後、一人上京、中央

線が坂下村を通過するよう私財を投じて運

動、山口村通過の計画を覆され、明治４２

年坂下駅の開設に至りました。この功績は

計り知れないものであります。

土岐村長の出自は、旧姓を宮地と言い苗

木藩で家老職を務めた家系です。改革の嵐

の中で土岐と改姓されました。苗木藩大参

事青山直道とは従兄弟同士であったそうで

す。明治３年苗木県第６区の郷社祠官を務

められ、明治４年坂下神社氏子改め札に社

掌土岐正徳と署名してみえます。その後石

原省三戸長同様坂下に移住され、坂下に深

く関わりを持たれたようです。
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↓土岐正徳村長頌徳碑碑文


